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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本とアメリカで移民の若者支援を行う高校やNPOと協働し、若者の居場
所づくりとエンパワメントを目指した参加型アクションリサーチを実施した。特に、移民生徒が多く在籍する定
時制高校において、高校・NPO・大学の三者協働による部活動の実践をつくり、当事者のエンパワメントやアド
ボカシーを行った。移民の若者や実践者と対等な立場で関わり、共に「知」や実践を生み出すことで、かれらの
強みを引き出すストレングス・アプローチによる支援のあり方を考察した。

研究成果の概要（英文）：Using the participatory action research (PAR) approach, this study attempted
 to create ibasho (spaces of comfort and acceptance) and empower young people through collaboration 
with high schools and NPOs that support immigrant youth in Japan and the United States. 
Specifically, high school, NPO, and university collaborated and created a multilingual exchange club
 at a part-time high school in Japan to empower and advocate for immigrant youth. The project 
examined a strength-based approach to supporting immigrant youth through collaborating with 
immigrant youth and practitioners and co-creating knowledge and practices.

研究分野： 教育社会学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、移民の子ども・若者や実践者は、研究の「対象」とされることが多かった。本研究は、国内の教育学
分野で取り組みの少ない参加型アクションリサーチのアプローチから、移民の若者や実践者を「パートナー」と
して捉え、関係性を構築し、共に「知」や実践を生み出し、状況改善や社会変革を目指した点で学術的意義があ
る。
研究成果は、協働した実践や若者と共にセミナーやイベントで発表し、共著で論文や著書をまとめ、広く一般向
けにわかりやすい言葉で発信した。また、移民の若者をめぐる教育課題や支援のあり方などについて、教育行政
関係者へのアドボカシーも行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 グローバル化の進展とともに、世界各国で複数の国・文化・言語のはざまで育つ子ども・若者
が増加している。欧米の移民研究や関連領域では、言語の障壁、学校適応の難しさ、低い教育達
成、それらの背後にある制度的・構造的差別など、移民の子ども・若者が抱える教育問題が取り
ざたされ、原因解明をすべく多くの研究が蓄積されてきた（Suárez-Orozco, Abo-Zena & Marks 
2015）。日本においても、多文化化が進むに伴い、学校適応、不就学、アイデンティティ、進路・
キャリア形成など、幅広いテーマの研究がなされている。しかしながら、多くの場合、移民の子
ども・若者が抱える教育課題や困難に焦点をあてており、かれらが本来もつ強みを中心に据えた
研究は数少ない。近年、社会福祉をはじめとする多くの領域でストレングス・アプローチが取り
上げられ、個人やコミュニティが本来もつストレングスや資源に着目して、それを活かす視点の
重要性が指摘されている（武田 2015）。国内の移民と教育に関する研究においても、移民の子
ども・若者の複数言語・文化の力や文化の橋渡しとしてのスキルなど、かれらがもつ強みに焦点
をあてた研究、またストレングスに基づいた実践が必要とされている。 
ここで特に注目するのが、ストレングス・アプローチに基づき、地域で移民の若者の教育支援

を行う NPO の役割である。NPO の研究・実践の蓄積がある北米では、Community Based 
Organization（CBO）と呼ばれる NPO が、学校・自治体・大学など多様なアクターと協働し、
子ども・若者のストレングスを引き出す支援活動を行っている（Weis & Dimitriadis 2008）。本
研究では、コミュニティのストレングスを重視する地域参加型研究（Community-Based 
Participatory Research: CBPR）のアプローチを用いて、日本とアメリカにおいて移民の若者支
援を行う人々と協働し、ローカルな場の特徴を丁寧に分析し実践改善を試みることで、移民の教
育支援の研究・実践の蓄積に寄与することを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域参加型研究（CBPR）のアプローチを用いて、日本とアメリカで移民の

若者支援を行う人々と協働し、教育支援の有り様を検討し、実践の改善を目指すとともに、今後
さらに発展が望まれるストレングス・アプローチに基づく教育支援のあり方への示唆を提供す
ることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究のアプローチとして、参加型アクションリサーチ（Participatory Action Research: PAR）
に関連する国内外の理論・先行研究を幅広く検討し、整理・考察した。PAR とは、パウロ・フレ
イレをはじめとする「南の系譜」の流れから、権力をもつ人が行ってきた研究に対抗し、対象化・
客体化されてきた人々を「知」を共につくる「パートナー」と認識し、民主的な「知」の産出を
目指すアプローチである（Cammarota & Fine 2008）。マイノリティへのまなざしを「欠如」か
ら「ストレングス」に転換する可能性を持ち、本研究の目的とも合致する。 

PAR の理論的検討を踏まえたうえで、日本とアメリカで PAR に取り組んだ。日本では、2018
年度・2019 年度に都立定時制高校・NPO・大学の三者協働として、部活動の枠組みを使い、高
校生の居場所づくりとエンパワメントの PAR プロジェクトに取り組んだ（2015 年度からの継
続プロジェクトである）。参与観察やインタビュー、ワークショップ、フォトボイスなど多様な
研究手法を採用した。また、社会貢献活動と学習活動を連関させ、学習者と地域の両方のニーズ
に応える教育方法としてのサービス・ラーニングを大学の授業に取り入れ、大学生・大学院生と
共にプロジェクトに関わった。PAR の理念をもとに、教員や NPO スタッフと対等な立場で継
続的に対話をし、関係性を構築し、生徒のニーズも聴きながら、共に実践の改善を試みた。2020
年度以降は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、対面での実施が困難となったため、
オンラインでの PAR の可能性を探った。具体的には、オンラインプラットフォームを利用し、
NPO スタッフと移民の若者と協働し、コロナ禍を生きる移民の若者の実態を考察し、エンパワ
メントを目指す若者参加型アクションリサーチ（Youth Participatory Action Research: YPAR）
を実施した。 
アメリカでは、2018 年度・2019 年度に、東海岸の都市部にある複数の NPO と大学を訪問し、

インタビューや参与観察を行った。特に、移民背景の学生が多く在籍する大学では、どのように
他大学や NPO と協働し、ストレングス・アプローチに基づく支援を行っているのかについて、教
職員や学生などにインタビューを実施した。 
 
４．研究成果 
（１）移民の若者の居場所づくりとエンパワメントの PAR プロジェクト 
移民生徒が多く在籍する定時制高校において、当該生徒の中退や居場所のなさが課題となる

なかで、高校・NPO・大学が協働して、多言語交流部（ONE WORLD）を通した生徒の居場所づ
くりやエンパワメントを行った。活動内容は、大学の留学生との交流（英語でのディスカッショ
ンやアクティビティの実施）、文化祭での企画や展示、アーティストによるワークショップなど



である。協働でつくる ONE WORLD は、移民の生徒が一時的でも社会のまなざしから解放さ
れ、複数言語能力や複数の文化を橋渡しするスキルなど、生徒の強みが尊重される場として機能
していることが明らかとなった（Tokunaga 2021）。同調圧力が強く、同質性の高い日本の学校
において、移民生徒が主体的に参画でき、居場所として認識できる空間をつくる重要性が示唆さ
れた。また、当該プロジェクトに参加した大学の留学生との考察を通して、ONE WORLD では、
移民生徒のリーダーシップスキルを育成し、多様性を尊重するなど可能性が見られながらも、楽
しみと学びをどう両立させるのか、共通言語をどう選択するのかなど、様々なジレンマが見られ
たことも明らかとなった（Tokunaga, Machado Da Silva & Fu 2022）。ONE WORLD のコアメ
ンバーの若者たちは、高校を卒業し、ロールモデルとして後輩のメンターになったり、高校や
NPO のボランティアを担うなど、地域社会の担い手としても貢献しており、居場所づくりの長
期的な効果ともいえる。 
当該プロジェクトに参加した移民の若者やNPOスタッフなどと協働し、コロナ禍におけるYPAR

プロジェクトを実施した。自粛期間中に移民の若者は健康や生活、学業、進路などで困難を抱え
ながらも、オンライン上にコミュニティをつくったり、コロナに関連する多言語の情報を入手し
たり、多くの学びや気づきを得ている姿が明らかとなった（徳永 2023）。ユースリサーチャー
として YPAR プロジェクトに参画した若者たちも、リサーチスキルを習得し、より当事者のニー
ズに沿う研究にするなど、プロジェクトに大きな貢献を果たし、バーチャルな YPAR の方法論
的可能性についても検討を深めることができた（Tokunaga et al. 2022）。 
また、アメリカ東海岸で中国系移民生徒の支援を行う NPO と協働した居場所づくりの PAR

プロジェクトをふりかえり、当該プロジェクトによる若者へのインパクトや、NPO によるスト
レングス・アプローチに基づく教育支援のあり様を検討した。当該 NPO は、制度を生き抜くた
めの教育支援と資源提供と、地域貢献と社会変革を目指すリーダーの育成という役割を担って
おり、生徒がもつ資源やつながりを引き出し、支援していくアプローチは、日本の実践や研究に
も示唆があることを示した（Tokunaga 2019；徳永 2021） 
当該ＰＡＲプロジェクトの集大成として、協働した実践者や若者と共に編著本『外国につなが

る若者とつくる多文化共生の未来―協働によるエンパワメントとアドボカシー』（明石書店）を
まとめた。ストレングス・アプローチや居場所づくり、地域支援ネットワークなど、本研究の重
要な概念を踏まえたうえで、ONE WORLD やコロナ禍の YPAR の取り組みなど、関わった方た
ちの「声」と共に紹介している。本書は、アドボカシー活動の一環として、学校の教員や支援者、
行政関係者、当事者など、広く一般の方々に読んでいただけるよう、わかりやすい言葉で書かれ
ている。 
 
（２）教育における参加型アクションリサーチ（PAR）の可能性 
本研究は、国内の移民と教育研究やマイノリティと教育研究の分野において、参加型アクショ

ンリサーチ（PAR）という新たなアプローチを発展することができた。先行研究では、一部のア
クションリサーチを採用する研究を除いて、子ども・若者や実践者・支援者を「対象化」する研
究が多いなかで、本研究ではかれらと関係性を結びながら、ローカルな「知」を尊重し、ともに
「知」や実践を生み出すことを試みた。本研究では、「知」の産出を民主化する方法として、子
ども・若者や実践者と共同で学会やセミナーで発表を行い、著書や論文を執筆しており、国内で
はほとんど取り組みがない新たな研究の在り方を提示できた。学術界の政策・実践への貢献が求
められるなかで、研究と実践を統合し、マイノリティのエンパワメントや教育現場の改善、社会
変革を目指す研究として PAR の可能性を考察することができた。今後、関連領域において、子
ども・若者や実践者と協働する PAR の発展が求められる。 
 
（３）今後の展望 
本研究のアメリカでの調査では、移民学生を多く受け入れる大学が、NPO や他の大学などと

協働し、ストレングス・アプローチに基づく支援を実施していることが明らかになった。日本で
も移民の大学へのアクセスや学業継続の保障が求められるなかで、今後は PAR のアプローチを
用いて、日米における移民学生の大学経験や大学の支援の実態を考察し、ストレングスを基盤と
した大学の支援体制づくりも目指したい。 
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